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1は じめに

生活構造の違いが,生 活行動に影響することは文献に
1)

よって も明 らか に されて い る 。生 活 行動 に影 響 を与 え

る要 因 と しては,家 族構 造,家 計 構造,消 費財 の構造,

生 活空間構 造,生 活 時間 構造,生 活関係 構造 に分 け られ

て い る1)。食行 動 は,生 活 を営 ん で いる者 すべ て に見 ら

れ る行動 で,朝,昼,夕 食 を規 則 正 し く摂 る ことは,生

まれてか らの生 活習 慣 の一つ で もあ る。 しか し,生 活 構

造 の違 いに よって,食 行 動 は生 活 習慣 であ りな が ら違 い

2)が見 られ る こと も明 らか に され て い る
。

運 動選手 は身体 を鍛練 す る ことを 目的 と し,一 般 の 人

ヨラと比較しても食生活を大切にして
いる だけでなく,運

動部という規範の強い集団に属 しており4),規則的な生

活をしなければ継続して運動生活を続けてはいけないと

考えられている。

大学における運動部員を前述 した生活構造の要因につ

いて,そ の特徴を挙げて見ると,家 族構造については自

宅通学者と自宅外通学者に分けることが出来,家 計構造

においては,生 活費そのものを家庭に依存している者と,

生活を自分で営んでいる者がいる。消費財の構造につい

ては,自 宅通学者は充足されていると考えられるが,自

宅外通学者においては,不 便な面もあると推察できる。

生活空間構造については,自 宅通学者において,家 族の

交りとか,通 学などに費やされることが多いと考えられ

る。生活関係構造については運動部という規範の強い集

団に所属しており,自 宅通学者においてはさらに家族と

いう規範にも統制されていると考えられる。生活時間構

造の面において,自 宅通学者と自宅外通学者には各行動

に差があると考えられるように,自 宅通学者と自宅外通

学者の間に生活構造の違いが見られる。

本調査は,大 学の運動部員を対象に,練 習日における

食生活の実態を調査し,自 宅通学者と自宅外通学者の食

習慣を比較検討することによって,生 活構造の違いが,

食行動に影響するかを明らかにすることによって,運 動

部員の食習慣の質的向上を指導するための基礎資料を得

ることである。

皿 調査方法

本調 査 は,文 教 大学 体 育会 一 年生161名(男 子83名 女

子78名)で,1982年7月 に体 育会 フ レッシュマ ンキ ャ ン

プ に参 加 した学生 達 であ る。調査 項 目は,性,年 令,所

属 部,運 動経 験年 数,居 住場 所,主 食,間 食,食 習慣,

食 品 の嗜好 で あ り,食 習慣 の実態 と生活 別 の違 い によ る

食 習慣 と食 品の嗜 好 につい て考察 を進 め た。結果 の処 理

につ いて は各項 目と もパ ー セ ンテー ジを算 出し,比 較 はz2

検 定 で行 ない,摂 食 の実 態 と食習 慣 につ いて はク ロス集

計 によ り関係 を見 た。調 査 の限定 につ いて は,放 課後 に

練 習 のあ る日 を想定 して答 えて も らい,生 活 別 は,自 宅

と下宿,ア パ ー ト,学 寮 に分 け,.さ らに 自宅,自 宅外 に

分 類 した。喫 食習慣 は図1の 通 りで ある。間 食の 食品 に

図1喫 食習慣

つ い ては,酒 類群,菓 子 ・スナ ック群,飲 物群 に分 類 し,

食 習慣 につ いて は食 事量,間 食 の有 無,健 康 との 関係 に

分 類 した 。食 品 の嗜好 につ いて は,甘 い物,豆 類,油,

肉,塩 か らい物,ア ル コール,刺 激 物 に分類 した 。

皿 結果と吟味

1食 習慣の実態について

(1)主食 について

表1は 主食の摂取状況を性別に見たものである。昼食,
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表1主 食の喫食状況 n:161(°o)

男 子 女 子

朝 食 昼 食 夕 食 朝 食 昼 食 夕 食

食 べ る 41(50.6) 73(96.1) 74(96.1) 66(84.6) 76(97.4) 76(97.4)

時 食々べ る 24(29.6) 3(3.9) 1(1.3) 11(14.1) 2(2.6) 1(1.3)

食 べ な い 16(19.8) 0(0) 2(2.6) 1(1.3) o(o) 1(1.3)

表2主 食の種類 n:161(%)

男 子 女 子

朝 食 昼 食 夕 食 朝 食 昼 食 夕 食

ご は ん 40(48.2) 74(89.2) 82(98。8) 34(43.6) 44(56.4) 74(94.91

ノぐ ン 34(41.0) oco) oCo) 42(53.8) 18(23.1) 3(3.8)

め ん o(o) 7C8.4) oCo) 0(0) 14(17.9) 1(1.3)

そ の 他 9(10.8) 2(2.4) 1(1.2) 2(2.6) 2(2.6) 0(0)

表3食 習慣 n:161(°o)

男 子 女 子

A B C x.a A B C XZ

食 事 量 24(29.3) 50(61.0) .. ** 18(23.1) 58(74.4) 2C2.6) **

間食の有無 12(14.6) 58(70.7) 12(14.6) 13(16.7) 58(74.4) 7(9.0)

健 康 30(36.6) 49(59.8) 3(3.7) ** 29(38.2) 37(48.7) 10(13.2) **

AB

食 事 量:多 い 普通

間食 の有無:毎 日食 べる 時 々

健 康:注 意を払 っていない 時 々

C**1°o

少 ないAが 有意

食 べない

注 意を払 っている

夕食に関しては男女間に差は見られないが,朝 食の欠食

において男子19.8%,女 子1.3%と 顕著に差が見られる。

年々,若 い世代に朝食の欠食傾向が見られている5)が,

本調査の結果においても男子にその傾向がうかがえた。

朝食の欠食習慣は対象が運動部員だけに摂食習慣を改め

る指導が必要であると同じに,朝 食の欠食傾向が顕著で

あることの原因の究明が大切であると考えられる。

表2は 主食の種類を性別に見たものである。夕食に関

しては男女共にごはんが多く,朝 食においても男女共に

同じ傾向がうかがえる。しかし昼食に関しては,男 子は

ほとんどの者がごはんを摂っているのに対し,女 子にパ

ン,め ん等を摂るものが43.6%も いる。近年,主 食にご

はんを摂る者が減少し,パ ン,め んを摂る傾向があるが,

男子において昼食,夕 食にごはんを摂ると答えている者

が多く見られた。男子において昼食にごばんを摂る者が

多いことは,練 習前だから腹もちの良いものを摂った方
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が良いと考えていると思われ,近 年,主 食よりも副食で

エネルギーを補う6)との考え方と違った考え方があるよ

うに思える。

主食については男子がごはん一辺到なのに対し女子は,

主食の多様化がみられ,食 事に対する配慮に男女差があ

ることが伺える。

(2)食習慣について,

表3は 食習慣を食事量,間 食の有無,健 康に注意した

食生活をしているかについて性別に見たもので,解 答が

三段階法になっているので,理 論的予想値を正規分布に
2

よって三 段階 に分 けた数値16%,68%,16%に してX検

定 の結果 を示 した もの で ある。食 事量,健 康 へ の注意 に

関 して,そ れぞ れ,食 事 量 はふ つ うよ りも多 く,健 康 に

特 別の注 意 を払 って いな い傾 向が うかが え た。

食事 量 が多 い傾 向3)は,対 象 が運動 部 員 と い うと ころ

か らも推察 で きる こ とであ ろ うが,健 康 に注 意 して食 事



を して いるか にお いて,特 別 の注意 を払 っ てい ない こと

は,運 動部 員 であ りな が ら食事 に関 して の意識 が薄 い こ

3)と と推察 で き
,エ ネル ギ ーを多 量 に消費 す る運 動部 員

に とって は好 ま し くな い傾 向 で あ り,こ の面 か らの指導

が大切 で あ ると感 じた。

間食 につ いては,男 女共 必 ず摂 ると回答 した者 が男子

14.6%,女 子16.7%お り,練 習 前後 の間食 につ い ては特

に顕著 な傾 向 は認 め られ な く,運 動部 員 に よ くみ られ る

練 習前後 の 間食3)に つ いて は特 徴 はみ られ なかっ た。

間食 の時 どのよ うな食品 を摂 りますか,と の問 に対 し

て,食 品の摂 取頻 度 を5段 階 に分 けて調べ た結 果が 図2

図2食 物摂取頻度

表4食 品の嗜好

男 子 女 子

A B C XZ A B C x2

菓 子 11(13.4) 52(63.4) 19(23.2) 12C15.4) 63(80.8) 3(3.8) **

豆 ・豆 製 品 3(3.7) 70(85.4) 9(11.0) 2(2.6) 73(93.6) 3(3.8)

動 物 性 油 15(18.3) 61(74.4) 6(7.3) 16(20.5) 45(57.7) 17(21.8)

肉 類(脂 身) 19(23.2) 55(67.1) ..

3C3.8)

●

40(51.3) 35(44.9) △△

塩 からい物 20(24.4) 60(73.2) 2(2.4) ** 17(21.8) 52(66.7) 9(11.5)

ア ル コ ール 類 20(24.4) 28(34.1) 34(41.5) △△ 11(14.1) 12(15.4) 55(70.5) △△

刺激性の物 19(23.2) 57069.5) 6(7.3) ** 11(14.1) 58(74.4) 9(11.5)

A… … よ く食べ るB… …時 々食べ るC… …食べ ない**1°o*Aが 有意 △Cが 有意

であ る。 この図 は得点 が高 い ほど頻度 が高 い こと を示 し

てい る。男子 はジ ュー ス,炭 酸 飲料,牛 乳 の順 で,女 子

は牛乳,コ ー ヒー ・紅 茶,ジ ュース の順 で摂 取量 が多 か

っ た。逆 に摂 取 頻 度 の低 い もの は男 子 が ヨー グル ト ・

チ ーズ,女 子 は酒 類 で あった 。性別 で差 が見 られ るもの

は ヨー グル ト ・チー ズ,炭 酸飲料,菓 子類 で あった。

(3)食品 の 嗜好 につ い て,

表4は 食 品 の嗜好 につ いて 示 した もので ある。菓子 や

甘 い食 品 は女子 に その嗜 好性 が認 め られる。脂 身 のあ る

肉類 を摂 るか につ いて は,女 子 におい て摂 らない傾 向 が

見 られた。 塩 か らい ものが好 きで すか につ いて は,男 子

にお いて好 きの傾 向が ある。 ア ル コー ル類 はた くさん の

み ますか につ いて は,男 女 と も飲 まな い傾 向が ある。刺

激 性 の食 べ 物 が好 きで すか につ いて は,男 子 に好 きの傾

向が見 られ た。 こ こにあ げた食品 の嗜好 は糖 尿病患 者 に

対 して行 な う調査 を参 考7)に してお り,A項 に近 い傾 向

は食事 の管 理 が必要 とされ てい る。 ここで 問題 とな るの

は男子 に お いて,塩 か らい もの,刺 激 物 の食 品が好 きな

こ とで,女 子 は甘 い菓子 類 をた く さん摂 る ことで あ る。

食品の嗜好と食事管理の面からは塩からいもの,刺 激性

のあるものが好きという男子の傾向は前述したように,

主食のごはんを摂る結果につながるものと思われる。必

要な栄養はなるべく主食でなく副食によって摂取するこ

とが望まれている中で,マ イナスの要因となり,主 食に

偏りすぎて栄養のバランスを崩す原因になると考えられ

るので,こ の面からの指導が大切になってくると思われ

る。女子において甘い菓子類をたくさん食べることは,

三食以外に間食していると思われ,食 事における食欲の

減少が考えられる。男子同様に栄養のバランスが崩され

るおそれがあるので,三 食の食事によって摂取した方が

良いとの食習慣の指導が必要であると考えられる。

2.生 活別食習慣について

表5は 自宅通学者と自宅外通学者の食習慣の比較につ
2

いて見たもので,差 はX検 定によって示した。

朝食の摂取については 「必ず摂取する」では自宅通学

者に,「時々摂取する」,「摂取しない」では自宅外通学

者に10%の 有意差が見られた。また,主 食の種類では自

宅通学者がごはん,自 宅外通学者ではパンが5%の 有意
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表5生 活別食習慣 n:161

自宅通学者 x2 自宅外通学者 x2

朝
必 ず 食べ る 42(80.8) * 67(62.6)

時 々 食 べ る 7(13.5) 26(24.3) *

食 食 べ な い 3(5.8) 14(13.1) *

主
食 ご は ん 31(63.3) ** 37(39.8)
の

種 パ ン ・そ の 他 17(34.7) 54(58.1) **

類

必 ず 食 べ る 7(13.5) 18(16.8)
間
時 々 食 べ る 36(69.2) 79(73.8)
食
食 べ な い 9(17.3) 10(9.3)

食 多 い 10(19.2) 31(29.0)

事 普 通 38(73.1) 70(65.4)

量 少 な い 4C7.7) 6(5.6)

注意を払わない 23(45.1) 37(34.9)
健
時 々 払 う 25(49.0) 60(56.6)
康
注 意 を払 う 3(5.9) 9(8.5) **

**100,*5%

差で多く摂取している結果が得られた。これらのことか

ら,朝 食の欠食は,朝 食を準備されていない自宅外通学

者に多く見られ,自 宅外通学者にパンを摂取する者が多

いことからも,朝 食の欠食は朝食の準備が整っていれば

欠食はなくなると考えられる。自宅外通学者に対しては

パン食でもよいから簡単な朝食を摂るような指導が望ま

れるし,そ れよりも朝食の準備の時間を作る指導が大切

なことと思われる。間食については自宅通学者よりも自

宅外通学者の方が摂る割合は高いが,顕 著な差は見られ

ず,ま た,朝 食の摂食状況と間食との関係においても顕

著な傾向は見られなかった。食事量については自宅通学

者よりも自宅外通学者の方が多いと答えた割合は高いが,

顕著な差は見られなかった。間食と食事量との関係にお

いては自宅外通学者に間食を必ず摂る者は食事量が多い

と答えた者が多く見られた。(表略)健 康に注意を払う

かについては,自 宅通学者の方に注意を払っていない割

合が高く見られた。自宅通学者,自 宅外通学者ともに健

康に注意を払っていない者に食事量が多いと答えた者が

多かった結果が得られた(表 略)。自宅通学者と自宅外

通学者の間に見られる生活構造の違いが,食 生活に影響

しているかを朝食の摂取状況,間 食の摂取状況,食 事量,

健康に注意を払って食事をしているかについて検討した。

今回の調査においては,間 食の有無を除いた各項目に,

生活別の影響が結果の違いとして見られたが,運 動生活

を送っている以上,こ のようなことをなくす努力が今後

必要で,食 生活の充実とともに健全な生活を送るにはど
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う した らよいか とい った指 導 も大 切 であ ると感 じた。

Nま とめ

調査の結果をまとめると運動部員の食生活の実態は,

男子に朝食欠食者が女子に比較して多く見られた。その

中でも自宅外通学者に多く見られた。主食の種類につい

ては,男 子にごはんを摂る者が多く見られ,女 子はごは

ん,パ ン,め ん等の多様化が見られた。自宅通学者,自

宅外通学者の比較では自宅外通学者に朝食でパンを摂っ

ている者が多く見られた。食習慣については男女ともに

食事量は多く,健 康に注意を払っていない傾向が見られ

た。食品の嗜好については,男 女の顕著な差が見られた

のは女子が甘い物が好き,男 子に塩からいもの,刺 激物

のあるものが好きであった。

朝食の欠食は健全な食生活の習慣とはかけはなれたも

とであり,生 活別の違いによって,朝 食が準備されてい

るか,い ないか,自 宅外通学者にパン食をする者が多い

ことなどからも,食 事を準備するという要素が,朝 食の

摂り方に影響を及ぼしているものと考えられる。食品の

嗜好については男子のごはん好きが,塩 からいもの刺激

物のあるものが好きである結果をひき出していると考え

られ,栄 養のバランスの面から問題になると思われる。

女子の甘い菓子が好きの傾向は間食をしていることと考

えられる。自宅通学者,自 宅外通学者ともに健康に注意

した食事をしていないと答えた者が多く見られたことは,

今後学生に対する食生活の指導をもっと積極的にやって

いかなければならないものと考えられる。
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